
セ
ン

っ
た
。
明
治
二
年
十
周
務
藤
篤
の
前
罪
を
赦
し
、
堅

次
郎
に
原
線
三
分
の
こ
を
給
し
た
。
導
い
で
廿
四
年

九
沼
崎
閥
紳
祉
に
合
記
せ
ら
れ
、
十
ご
用
特
園
田
を
以

て
E
況
位
を
贈
ら
れ
た
。
そ
の
箸
に
有
磁
・
趨
草
が
あ

り
、
刊
行
せ
ら
れ
た
も
の
に
有
磁
遺
稿
が
あ
る
。

ゼ
ン
ジ
ユ
ウ
ポ
ウ
善
信
坊
期
羽
咋
郡
瀧
谷
に
在

っ
て
、
日
蓮
宗
妙
成
寺
の
塔
顕
で
あ
る
。
同
寺
十
四

代
目
涼
が
慶
長
十
五
年
創
建
し
、
之
を
返
隠
厨
と
し

た
に
起
る
。

セ
ン
ジ
ユ
ン
ジ
事
蹟
寺
岡
京
都
甲
に
在
っ
て
、

鍵
宗
東
援
に
毘
ず
る
。

-
ゼ
ン
シ
ヨ
穏
曙

J
テ
Y
ア

y
ゼ

y
y
g
天

賂
制
限
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ア
ン
善
正
庵

m
羽
咋
郡
下
河
合
に

在
っ
て
、
員
宗
東
穏
に
屈
す
る
。

ゼ
ン
ジ
ヨ
ウ
イ
ハ
穂
定
岩
布
川
郡
吉
野
附
涯

の
手
取
川
に
在
っ
て
、
高
〈
水
上
に
出
る
大
石
で
あ

る
。
昔
白
山
部
定
を
望
む
慣
が
幾
度
も
脅
り
得
ず
、

逢
に
河
中
に
身
を
投
じ
て
こ
の
石
に
化
し
た
。
故
に

こ
の
石
毎
年
米
一
靴
だ
け
上
流
に
鱒
ず
る
と
い
ふ
。

セ
ン
ジ
ヨ
ウ
ガ
タ
キ
千
丈
ヶ
灘

J
セ

y
ジ

y

ガ
タ
キ
千
似
ヶ
湖
。

セ
ン
タ
ヨ
ウ
ガ
ハ
ナ
職
場
ヶ
端
羽
咋
郡
飯
山
・

千
代
町
の
境
に
在
っ
て
、
七
尾
街
道
に
添
ふ
。
能
菅

名
跡
志
に
、
『
往
来
の
山
手
に
職
場
が
端
と
て
あ
り
。

邑
知
七
十
五
ヶ
村
限
の
下
に
見
お
ろ
し
、
羽
咋
の
湖

上
は
手
の
と
ど
く
程
の
無
類
の
風
農
也
o
癖
永
二

年
平
家
の
軍
兵
、
木
曾
義
仲
と
た
L
か
ひ
し
古
職
場

な
り
。
叉
安
正
の
頃
越
後
の
謙
信
方
の
勢
、
長
家
な

ど
と
取
や
り
の
時
、
長
氏
の
陣
取
有
し
腕
也
。
』
と
あ

る。
セ
ン
ジ
ヨ
ウ
ガ
ヒ
ラ
ヤ
マ
千
丈
ヶ
平
山
石
川

郡
の
東
南
に
在
っ
て
越
中
に
跨
り
、
同
闘
に
て
は
大

笠
山
と
講
す
る
。
高
さ
一
八
ご
ご
米
。
管
路
中
宮
か

ら
一
四
粁
。

セ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
尊
勝
寺
羽
咋
郡
柳
瀬
に
在
っ

て
、
員
宗
東
涯
に
題
す
る
。
も
と
岡
部
荻
島
に
民
た

が
、
明
治
十
八
年
今
の
地
に
鞠
じ
た
。

セ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
事
勝
寺
別
羽
咋
郡
子
捕
に
在
っ

て
、
提
宗
東
波
に
因
す
る
。

セ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
尊
正
寺
鹿
島
郡
組
母
よ
抑
に
在

っ
て
、
鍵
宗
西
波
に
鹿
す
る
。

セ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
尊
照
寺
.
臨
烹
郡
縄
文
に
在
っ

て
、
民
宗
東
波
に
因
す
る
。

セ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
恵
務
寺
江
沼
郡
大
製
寺
の
銭

砲
町
に
在
っ
て
、
興
宗
西
波
に
因
す
る
。
も
と
阿
部

上
河
崎
に
民
た
が
、
寛
永
申
今
の
地
に
移
っ
た
。
反

故
裳
替
に
、
『
萩
生
願
成
寺
・
河
崎
事
構
寺
・
長
崎
稽

名
寺
・
宮
，
腰
仰
西
寺
、
佐
古
よ
り
直
容
の
衆
は
云
々
』

と
あ
る
。
笛
寺
貨
に
絹
本
箸
色
親
総
理
人
鎗
傍
四
幅
、

各
竪
一
米
四
一
一
盤
、
横
八
四
極
が
あ
り
、
今
質
製
美

術
品
に
指
定
せ
ら
れ
て
ゐ
る

0

4
シ

y
-フ
y
y
ヨ

ウ
-
ご
J

ヱ
デ

y

親
総
連
人
給
停
。

セ
ン
シ
ョ
ウ
タ
事
務
寺
石
川
郡
北
聞
に
在
っ

て
、
興
宗
東
波
に
毘
す
る
。

セ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
事
務
寺
味
洲
郁
寺
家
に
在
っ

て
、
興
宗
東
波
に
毘
す
る
。
も
と
岡
郡
四
位
に
隠
た

こ
と
が
あ
る
。

セ
ン
ジ
ヨ
ウ
ジ
仙
沼
寺
珠
洲
郡
阪
聞
に
在
っ

て
、
民
宗
東
源
に
毘
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
韻
昌
寺
酪
涼
軒
目
録
民
総
三

年
丸
周
サ
八
日
の
僚
に
、
『
賀
州
都
昌
寺
領
金
剛
寺
村

之
事
、
任
代
々
御
利
笛
知
行
之
施
、
白
金
剛
寺
謹
鼠

之
陶
披
=
露
之
刊
』
叉
同
四
年
十
一
用
品
H

八
日
の
僚
に
、

『
賀
州
都
脚
昌
寺
鑓
安
堵
御
穂
献
二
千
疋
。
』
な
ど
L
見

え
る
。
金
剛
寺
村
は
飽
奨
郡
で
あ
る
が
、
調
昌
寺
は

何
れ
に
も
今
存
せ
ぬ
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
金
昌
寺
金
課
三
間
遣
に
在
っ

て
、
興
局
山
と
蹴
し
、
野
洞
宗
に
回
す
る
。
慶
長
十

年
背
山
佐
渡
音
次
が
越
中
婦
民
都
城
生
城
に
跨
た
時

建
立
し
た
も
の
で
、
情
明
建
を
寺
中
一
と
し
た
。
後
吉

次
の
魚
・
樟
に
移
っ
た
時
之
に
随
ひ
、
そ
の
金
禄
に
毘

る
や
、
話
寺
を
別
梁
内
に
置
い
た
が
、
幾
く
も
な
く

前

m利
常
に
繭
う
て
、
今
の
寺
地
に
造
営
し
た
も
の

で
あ
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
金
昌
寺
江
沼
郡
大
串
寺
な
る

山
，
下
に
在
っ
て
、
間
制
宗
に
廊
し
、
耳
岡
山
と
脱

す
る
。
も
と
本
郡
山
代
に
底
た
が
、
慶
長
三
年
山
口

宗
永
の
鴎
依
に
凶
っ
て
こ
L
に
移
り
、
五
年
帯
域
の

際
一
た
び
厳
し
た
の
を
、
・
津

m謹
江
守
蜜
久
の
城
代

と
な
っ
た
時
再
興
し
た
と
い
ふ
。
元
線
中
芭
蕪
が
こ

の
寺
に
一
泊
し
た
こ
と
は
そ
の
紀
行
奥
の
細
道
に
見

え
る
。
笛
寺
の
貨
物
申
に
、
絹
本
若
色
聴
迦
文
珠
普

賢
十
二
賀
子
像
が
あ
り
、
堅
一
米
一
二
極
・
櫛
四
一

種
で
、
室
町
初
期
の
作
と
見
え
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
全
性
寺
金
滞
高
道
町
に
あ
っ

て
、
日
蓮
宗
に
臨
す
る
。
山
脱
は
妙
具
山
。
古
く
は

具
足
山
と
あ
る
。
越
前
凶
脇
本
妙
泰
寺
の
備
本
妙
院

日
仁
が
、
大
永
ご
年
放
生
津
に
創
立
し
、
前
問
利
長

の
守
山
に
民
た
時
そ
こ
に
縛
じ
、
後
更
に
高
闘
に
移

り
、
利
長
猪
後
金
棒
に
諮
っ
た
と
あ
る
。
蛍
寺
の
不

動
明
王
は
、
も
と
前
閉
童
数
の
守
本
館
で
、
そ
の
世

嗣
と
な
っ
た
時
箆
瞬
間
三
年
に
預
け
ら
れ
た
も
の
。
叉

本
営
側
に
清
正
公
の
嗣
が
あ
り
、
こ
れ
は
箪
談
師
渡

謹
一
徳
蹄
が
絢
請
し
た
も
の
で
あ
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
蕃
性
寺
石
川
郡
四
十
誌
に
在

っ
て
、
提
宗
東
訴
に
屈
す
る
。
同
寺
臓
明
腿
八
年
九

且
晦
日
皆
様
氏
の
制
替
に
、
本
庄
四
十
高
村
の
内
大

仙
寺
の
屋
蚊
並
び
に
山
林
を
法
鹿
道
場
に
寄
附
し
た

四
七
ニ

こ
と
が
あ
る
o
寺
担
に
よ
れ
ば
こ
の
道
場
は
臨
永
三

十
四
年
教
授
の
草
創
で
、
法
鹿
は
そ
の
三
代
で
あ
る
。

叉
弘
治
三
年
十
月
骨
三
日
附
の
富
樫
晴
海
の
消
息
に

教
勝
の
事
を
議
姓
ハ
性
〉
寺
と
書
い
て
あ
る
か
ら
、
こ

の
頃
巴
に
寺
脱
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
大
仙
寺
の

謎
祉
は
北
四
十
蔦
の
山
際
で
あ
っ
た
が
、
前
田
氏
に

な
っ
て
岡
村
の
百
姓
地
印
ち
今
の
所
へ
移
っ
た
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
善
照
寺
羽
咋
郡
稲
敷
に
在
っ

て
、
提
出
訳
東
振
に
毘
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
善
正
寺
期
羽
咋
郡
所
司
原
に
在

っ
て
、
興
宗
商
波
に
毘
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
善
正
寺

mm
咋
郡
柳
田
に
在
っ

て
、
田
県
宗
西
援
に
臆
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
善
正
寺
鹿
島
郡
大

mに
在
っ

て
、
興
宗
東
涯
に
臨
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
善
正
寺
鳳
京
都
瞭
野
に
在
っ

て
、
提
出
訳
東
援
に
臨
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
普
喝
寺
鳳
軍
部
制
和
住
に
在

令
て
、
長
宗
東
一
概
に
臨
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
善
露
寺
珠
洲
郡
正
院
に
在
っ

て
、
民
宗
東
振
に
臨
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ジ
輝
正
寺
羽
咋
郡
繭
捕
に
在
っ

て
、
提
宗
商
涯
に
臨
す
る
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ポ
ウ
善
照
坊
金
棒
高
儀
町
に
在

っ
て
、
提
宗
商
波
に
毘
す
る
。
寺
記
に
、
開
基
闇
来

は
も
と
提
言
の
備
で
滞
敬
坊
と
稽
し
、
河
北
郡
八
幡

村
に
民
た
が
、
文
明
九
年
謹
知
に
蹄
依
し
て
、
石
川

郡
吉
藤
村
に
善
照
坊
を
創
め
た
と
あ
る
。
寺
識
に
、

一
一
周
回
目
附
浮
敬
坊
御
返
事
と
し
て
、
蓮
如
の
百
疋

の
領
収
書
が
あ
る
。
安
正
八
年
寺
を
風
景
郡
輪
島
に

移
し
、
寛
永
元
年
玄
海
の
時
今
の
地
に
縛
じ
た
。
寛

政
十
年
以
前
は
東
振
で
あ
っ
た
。

ゼ
ン
シ
ョ
ウ
ポ
ウ
善
照
坊
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